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アルゼンチンの地質機関と地質鉱床概説

アナマリア佐藤(アルゼンチン鉱山局)

�慍�楡十�

1まえがき

南アメリカ大陸の南端に位置するアルゼンチンはアン

デス山脈を境としてチリと隣接し南北に約4,000km

最大幅約1,500km面積2,777,000km2を有する南ア

メリカ大陸ではブラシノレに次ぐ国で現在の人口は2800

万人である･23州に分けられるが人口の約10%が首

都ブエノス･アイレス(Bu.no.Ai｡｡｡)市に約3分の

1がブェノス･アイレス州に集中している.

近年は国境問題として特に大陸南端の島々について

チリとの争いが絶えず石油資源の関係などからもrア

ノレゼシチンは大西洋チリは太平洋｣を政府は唱えてい

る.1982年には南大西洋に浮かぶIslasMa1vinas(フ

ォｰクランド諸島)の主権をめぐって英国との間に紛争カミ

起こりその結果も影響して現軍事政権(1976年より登

場)は国民の支持を無くし1983年10月31目には総選挙

カミ行われ年末には民政へ移る予定である.

アルゼンチンに関しては本誌に高島(1966.1967)上

野(1969a,b)らか鉱床を中心として紹介している.

今回筆者は国際協力事業団研修員として地質調査所鉱

床部および筑波大学地球科学系に1年間の研修を行う機

会を得て来日した.この機会にアルゼンチンの教育

制度研究調査機関および地質とくに火成活動の概要

を紹介し日本政府の好意にむくいることとしたい.

2教育制度と地質関係機関

アルゼンチンでは小学校7年間(義務教育)中学校5

年間それから大学に進む.地質専攻生の場合に大学課

程を終ネる期間は様々であって卒論を用意する期間も

合わせて大体5年から7年である.獲得するタイトル

も大学によって異るかGe61090(地質技師)Licenciado

enGeo1ogia(地質学士)IngenieroGe61ogo(地質工学士)

そして特に鉱床に重点を置いている所でIngenierOde

Minas(鉱山工学士)などカミある.

アルゼンチンの大学は公立カミ主で地質の場合も国立

大学に限られその主要校は下記の通りである.

三11ヂ大学/ポｰ

コルトバ大学

トゥクマン大学

サルタ大学

コマウエ大学

クｰジョ大学

(コノレドノく州)

(トゥクマン州)

(サノレタ州)

(ネウケン州)

(メンドサ州)

一且大学に入ってもその課程を終了する学生は約半

分と非常に少くブエノス･アイレス大学でも年に約

50名新入し卒業するのは約30名くらいと思われる.

全国でも一年間に卒業する数は約100人にのぼると考え

られる｡大学に残って大学院課程を続けるケｰスは少

く大部分はほかに就職し校がら講議を受け博士論文

を用意するのが普通である.

このようた大学を経た地質家達を迎える職域はやは

り政府･公営機関が大半を占める.一般の会社として

は石油会社コンサルタント会社数少い鉱山会社な

どである.

地質･鉱床部門では経済省内の鉱山庁が最も多数の

技師を雇用している.その構成は第1表の通りであり

鉱床調査鉱物資源探査20万分の1地質図幅作成業務

などを実施している.アルゼンチンは20万分の1図幅

で790枚から校るが現在110枚13パｰセントが完了し

ている(第1図)･同じく鉱山庁に属する公社として

YMAD(YacimientosMinerosAguasde1Dionisio)カミ

1981年よりカタマノレカ州ファラジョン･ネグロ鉱山で

Mnの鉱脈からAu,Agを開発している.

鉱山庁特に鉱山局と調査分野が少し重複して存在す

るのカミ陸軍製造局(Di｡｡｡｡i6nGen｡｡｡1d.Fab.i｡｡｡i.n｡｡

Mi1it…s)である･ここは戦略金属鉱物資源の探査に

重点を置きソミサ製鉄所シエラ･グランデ鉄鉱所

(Hipas･m公社)などを経営している.

公共事業省内にあるエネルギｰ庁は国のエネルギｰ

資源開発カミ目的で伝統的狂エネルギｰ源を扱う石油分

社YPF(Ya.imi.nt｡｡Petro1if｡｡｡sFis.a1｡｡)石炭公社

YCF(YacimientosCarboniferosFisca1es)水利局(Ag

uayEne.g遁E16ct.ic｡)などを配下に持ち新エネノレギ

ｰ源(特に地熱エネルギｰ)にもカを入れている.

軍部予算で動いている機関としては次のものが挙げら

れる:

(1)原子力研究所(CNEA,Comisi6nNaciOna1de

Ene.gi色At6mica):原子力発電所カミ2ケ所で稼
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策1表鉱山庁の組織と主要業務内容
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地質局

偲潭�椶湍楮敲愀

鉱業促進局
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鉱業経済局

1:200,OOOの地質図作成

現在までに約110枚発行(第1図)

プライベｰト･プロジェクトに融資

アドバイス

統計資料など扱う

/榊人

∫

工技師約30人

∫

動･現在原子力廃棄物処理場を国内に計画

中.

(2)宇宙センタｰ(CNIE,Comisi6nNacionaldeIn

vestigacionesEspacia1es):ブエノス･アイレ

ス州に受信ステｰションを持ち衛星画像を作

成.

(3)南極研究所(IntitutoAntξ｡ticoA.g.ntin｡):南

極における自然科学の研究.

南

大

西

洋

弗

ヌ谷

マルビｰナス

鰯

第1図鉱山庁地質局が作成している20万分の1地質図

1984年5月号

(4)陸軍測量部(InstitutoGeog･鉦icoMi1itar):国

内の測量が主目的で航空写真なども作成する･

大学に属する研究所のうちで重要校のカミラ･プラク大

学の自然博物館(機関学術誌B･1･tind･1Mu…d･LaP1

ataを発行)トゥクマン大学のFundaci6nLi110(同

ActaGeo16gicaLi11oanaを発行)ブェノス･アイレス

大学の古磁気研究所などである.

中央政府に属し国内の科学者を育成する科学･技術

研究委員会(CONICET,Comisi6nNaciona1deInvestiga

cionesCientificasYT6cnicas)も地質分野ではアイソ

トｰプ研究所(INGEIS,InstitutoNaciona1deGe0109i身

Isot6pica)応用地質研究所(CIRGEO,C･ntrOdeInvesti

gacionesd.R.cu.sosGeo16gicos)を包括する.

以上の諸機関はすべて中央政府あるいは国営軍部機

関に所属するがそのほかに各州政府内の鉱山局があり

中央政府機関と力を合わせて調査を行っている場合が多

い.

学会としてはアノレゼシチン地質学会(A…ia･i6nG･･1

6gi｡｡A.g.ntin｡)が中心的存在であり約1,500人の会員

を有しブエノス･アイレス市に事務局を持つ一年に

4回学術誌Revistade1aAsociaci6nGe0169icaA｢9

entinaを発行し1983年が第38巻にあたる.そのほ

か層位古生物関係として古生物学会(Asociaci6nPa1e

onto16gicaArgentina)カミありAmeghiniana誌を発行

している.鉱物堆積学会(As･ci･･i6nd･Min…1･gi身,

P･tro1ogiaYSedimento1ogi身)はAMPS誌を発行し

コルドバ自然科学アカデミｰ(AcademiaNaciona1de

Ci.nci｡｡d.C6.d.b｡)も学術誌を発行している.

日本との交流については1960年代から日本政府によ

る何人かのエキスパｰト(主に鉱床･鉱石学分野)の派遣

カミあり1977年からはプロジェクト･タイプの技術協力

も受け鉱山局と陸軍製造局かカウンタｰパｰトとなり�
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B.アルゼンチンの地質概要

第四紀口表土･砂･礫･火山岩類

第三紀騒熱講類

1亜紀国鱗び陸成層

ジュラ紀騒瀦簸び陸成層

義騒簑罐類

躍

フフイ

サルタ

�

トゥクマン

フ4ルモサ

ll〆二鳥舳

サン･ファン

ボ1

ネウケン｡

�

リオ･

ガジェゴス

コルドバ

サンタロサ

ピエトア

ラウソン

サンタ･フェ

パラナ

�

ブコ=ノス･

アイレス㌧

ラ･プラク

､1

�

A.アルゼンチンの地質区分

1.プｰナ

2.オリエンタル山脈及びサブア.ンデアン山脈

3.パンペアン山脈

4.トランスパンペアン山脈

5.ブレゴルディジュラ

6.フロンタル山脈

7.プリンジパル及びパタゴニアン山脈

8.パタゴニアン･マッシブ

9.パタゴニア

lO.チャコ･パンペアン平原

11.タンゲィリア

12.ベンタｰナ

13.マルビｰナス

�

碓

』,

��

〵〰

島

�

壱

いくつかの鉱床の探査インフラストラクタチャｰ調査

広域的な基礎調査が行われている.現在進行中のプロ

ジェクトは鉱山局との協力によるパタゴニア地方にお

ける資源開発基礎調査エネルギｰ庁とネウケン州がカ

ウンタｰバｰトとなっているドムｰジョ地域地熱エネル

ギｰ開発調査及び鉄鉱山分社Hipasamがカウンタｰ

バｰトと狂っているtaleからの燐鉱石利用のための調査

などである.

_㌧伊溝÷

第2図アルゼンチンの地質構造区分(A)と地質概要(B)

3アルゼンチンの一般地質

アノレゼシチンは23州から成っているカミ地質学的には

下記の地質構造区に分けられる(第2図).

��

��

��

��

��

プｰナ

オリエンタル及びサブ･アンデアン山脈

パンパ山脈

トラスパンパ山脈

プレゴルデイジュラ

地質ニュｰス357号�
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フロンタル山脈

プリンシバル及びパタゴニア山脈

パタゴニア

パタゴニア･マシフ

チャコ･パンペアン平原

ダンディリァ

ベンタナ

マルビｰナス

アルゼンチンで最も古い岩石は2,000m.y.以上の変成

岩･深成岩類でマルティン･ガノレシア島(ラ･プラク

河に浮ぶ)ブエノス･アイレス州のタンゲィリア山脈

及び南人酉洋のマルビｰナス諸島に点在するかより重

要な先カンブリア時代の露出(原生代後期)は中央～北

酉部のパンニく山脈オリエンタル山脈トランスパンパ

山脈及びパタゴニア山塊で基盤岩を形成する変成岩ミ

グマタイトグラニュライト及びこれらに貫入する花

闇岩類である･以上のほかパンパ山脈の基盤岩内に

は塩基性･超塩基性岩カミわずかに見られる.

顕生代の造山運動はヘルシニア期およびアンデス期

(三畳紀末～第四紀)に大別される.パンパ山脈付近の

基盤岩類の西側と南側には古生代の堆積岩類が厚く発達

する.古生代のサブダクション･ゾｰンは西北西一東

南東方向から北酉一南東方向に進化したものと思われ

特にチリのアラウコ半島付近(37.S)で活発であったと

考えられる･この時代のサブダクションの原動力は現

在のチリRiseに沿う拡大にあったものと思われる(第

3,4図).三畳紀末から第四紀にかけて発達したアンデ

ス期にはチリ･ペノレｰ海溝に関連した地向斜が北北西一

南南東より南北にその軸方向を変えこれには東太平洋

写真2カタマルカ州カヒジｰタス鉱山･先カンブリア時代の

基盤岩中に生じた中新世の火山活動の鉱化作用を受け

てできたPb,Zn,Mnのvein.

海膨の拡大カミ重要な役割を果たしている.

古生代の海成堆積物は既述のようにパンパ山脈より西

側及びブエノス･アイレス州より南に認められ海進

の広がりはその時期によって異る.この時期にはゴン

ドワナ大陸を代表する化石が多い.オルドビス紀には

地向斜性火山活動カミみられシルノレ期にはカノレク･アル

カリ岩系の原地性あるいは半原地性の花筒岩活動(Faja

Eruptivad･1aPuna,MlENDEzら,1973)が南北約500km

の間に発達した.

デボン紀～石炭紀には360～323m.y.(TURNER&ME

NDEz,1979)のいくつかのカルクアルカリ岩系の花開岩

類(TacaTaca,Chucu1aqui,LaCasua1idad,Arita岩体)が

海成層の変形作用に伴って貫入した.この時期あるい

は二畳紀～三畳紀にまで広がるかもしれない花崩岩類カミ

写真1アルゼンチン北酉部プｰナ地方での

地質調査･ラバを用いる.

1984年5月号�
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ヘルシニア期
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㊧
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ダンディリア

アンデス期

＼

)＼サ白/

ハ亨亜､

と紀､

手1

で1

ト↑γ人

1う!･

�一

霧レ

､鵜

慧

､帳

｡.

紀海成層

ζ古生代堆積層中～新生代の貫入岩

五人↓古生代サブダクション･ゾｰン断面図

____古生代へ一スンの広がりい1古生代堆積層

も先カンブリア火成岩一二==古生代の火山岩類

亀古生代火成岩㊧㊧2000m.y.の岩宿

θ古生代初期の花闇岩類

葺〉構造軸の方向

i面面E中生代の劣地向斜

エユｰ｡蹄新生～現世の

フロック運動

ム第四華己火山

⊥'｣一'ム中世代べ一スン

の広がり

第3図南アメリカ大

陸南部の構造発達史

������刀

���

北はプｰナ(24.S)よりフロンタル山脈を経て南はパ

タゴニア山塊(42.S)まで露出している(第5図).

古生代が終りアルゼンチンの大部分が陸地化される

と主にチリ側で二畳紀末～三畳紀の初めに流紋岩デ

イサイトイグニンブライト花商岩類で代表される大

きな火成活動があった.この活動はアルゼンチン側で

はフロンタル山脈で最も著しかった(CAMiN0s,1979).

南部パタゴニアの一部を占め大西洋側まで広がるイグ

ニンブライト酸性火山岩類もこの興のものと思われる

(チョイジョイ層群,Choiyo1itense,SeriePorfiritica)､

アンデス期に該当する地向斜の堆積物はアルゼンチ

ン側では31.S以南にしか見られず海は南東に向って

進みそれより北と東では陸成層しか認められない.

この地向斜にはジュラ紀より白亜紀にわたっていくっか

の堆積輪廻カミあり南北に長く火成堆積岩帯が形成され

背弧には内陸性堆積盆が発達した(CoIRAら,1982).

この時期には安山岩質岩類が広く噴出し(S･･i･And･

｡iti.a)その活動は花南岩～花南閃緑岩類を伴いながら

第三紀まで続いたと考えられる.この深成活動はアル

ゼンチンの全山岳地帯からチリにかけて広く分布し南

地質ニュｰス357号�
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古生代

ジュラ紀
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先カンブリア時代イ

現在1

白亜紀
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凡例

サブダクション･ゾｰン舳先カンブリア時代構造軸

Pl･ll･1古生代一一一一古生代構造軸

Jll111111ジュラ紀㎞･一ジュラ紀構造軸

Cllllll11白亜紀:=･･:白亜紀構造軸

R'l111111現在･現在の構造軸

目地向斜

現在

へ

ζ

�

斗⇒拡大率夫

中中

十小

第4図パンゲア･ゴンドワナ大陸の分裂概念図(FRU

��������

第5図チリ北部･アルゼンチン

北西部･ボリビア南部断面にお

けるヘルシニア期地向斜復元図

����������
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＼.

ヘルシニア後期

＼ぞ･杉

＼.

＼㌧二

＼.

石炭紀～三畳紀

クｰジョ･ヘイズンボリビア･ヘイズン

南チリ～アルゼンチンパンパ山脈北テリｰボリビア･アルゼンチンN.E.ブラジル楯状地

ハ!へへ･1-1〃ク→

外㌘箏γ;j喝洋茅茅1簿翠

伽㌧口ωO!蜘

＼2000!伽

｡oo!550

ヘルシニア初期カンブリア紀一デボン紀

S.W､クｰジョ･ヘイズンボリビア･べ一スンN.E.

岬へ優地向斜パンパ山脈劣地向斜

＼㌧Y,1㌫㍗茅ア1/斤緊葦賛琴乞捧巧ζ

＼､5､､

＼｣｡...陸成礫宿い成活動･/一ン

'＼レッド.ヘツド㎞w不整合
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第6図A｡先カンブリア時代～古生代初期に生成された鉱床

形

㌧妻

B.古生代後期～三畳紀に生成された鉱床

アメリカ全体の特徴となっている.山岳地帯の東部に

は白亜紀のアルカリ花商岩も知られている.

中新世以降の火成岩類には火山岩および亜火山岩類が

多い.第四紀火山活動は主として安山岩質であり主

1こアルゼンチン北西部チリとの国境付近に分布する

(第3図).アルゼンチン中央南部地方には玄武岩

質火山岩類が多くその東部の火山岩類はアルカリ性で

ある.

4鉱化作用と北西部の火成活動

4.1｡鉱化作用の概要

アルゼンチンの鉱床生成区図(ANGELELLIら,1970)に

よれば鉱床生成は次の三つのサイクルに分けられる

(第6A-C図).

(1)先カンブリア時代～古生代初期:鉱床はパンパ

山脈オリエンタル山脈およびプｰナの基盤岩類に関連

地質ニュｰス357号�
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白亜紀～新生代に生成された鉱床

し酸性深成岩類に伴われる.主にペグマタクトおよ

び熱水性鉱床でBe,Li,Cb,Ta,W,Snカミパンパ山脈に

Pb,Zn,Au,少量のFe,Cu,Uカミオリエシタル山脈とプｰ

ナに分布する.この時期には堆積鉱床としてシルル紀

の鉄鉱床カミみられる.サルタ州のサフラ鉱山およびリ

オ･ネグロ州のシエラ･グランデ鉱山などで共に陸軍

が開発している.

(2)古生代後期～三畳紀:アルゼンチン中央部と南

部に分布する主に熱水性鉱床でW,Fe,Cu,Pb,Ag,Zn,

1984年5月号
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第7図

ホｰフィリｰカッパｰ型鉱床生成の年代

�������

Au,Moを伴う.

(3)白亜紀～新生代の鉱床:堆積鉱床(U,V,F･)熱

水性鉱床(Fe,Sn,CuAu,Pb,Ag,Zn,Mn,Sb,U)に分け

られる.重要なものはプｰナ地方のPb,Ag,Zn,Sn,

Sb,ファマテイナ鉱山(ラ･リオノ･伸一)のCu,Mo,Au,

Ag,ファラジョン･ネグロ,ラ･アルンブレラ地域

(カタマルカ州)のAu,Cu,Ag,Mnウスバジャダ(メン

ドサ州)のPb,Ag,Zn,Au,Cu,アンダゴｰジョ(ネウケ

ン州)のAu,ドンコ盆地(カレタ州)のUなどである･

ホｰフィリｰ･カッパｰ型鉱床は第7図に示すように

石炭紀初期石炭紀後期～二畳紀初期白亜紀後期およ

び中新世の鉱化時期に分けられるが中新世の鉱床が数

も多く重要だと考えられている.このうちアルゼン

チン政府がその探鉱･開発のために国際展覧に出そうと�



一44目

アノレゼシチンの地質･鉱床

しているのが銅0.17%モリブデン0.06%鉱量2億

トンを有するファマティナ鉱山および銅0.49%金

0.629/t,鉱量約3億トンを有するアルンブレラ鉱山で

ある.プライベｰトな鉱山として大きいのはアキラ

ル社のエル･パチョン(サン･ファン州)で鉱量8億ト

ン銅0.60%Mo0,016%の品位を有する.

筆者はアルゼンチン鉱山局の北酉支部(主にプｰナ地方)

の調査に携わっており次にこの地方の鉱床形成に重要

在役割を果たすアンデス期の火成活動および構造運動に

ついて述べる.

4･2･北西部の火成活動

北西地方の基盤は前述のように先カンブリア時代の

変成岩類花陶岩類から成りその西側にヘルシニア期

の堆積岩類～火成岩類が発達している.中生代になる

とアルゼンチン側はほとんど陸地化したカミアンデス期

の地向斜は西のチリ側に発達して太平洋プレｰトの南

アメリカ大陸下へのサブダクションはチリ側に大量の火

成岩類をもたらし更にアルゼンチンにおける火成活動

へも影響を与えたものと考えられる.ジュラ紀～白亜

紀初期にはこの火成活動帯と背弧盆地が対をなして形成

され第三紀以降は東西方向へ移動した火山活動が特徴

的である.

ジュラ紀～白亜紀初期

チリの海岸沿いには安山岩～玄武岩質の溶岩や砕屠岩

類(ラ･ネグラ層)がジュラ紀初期の堆積岩を厚く被って

発達しそのK･Oは東に向って増大すると言われてい

る(LosERT,1973).McNUTTら(1977)はこの時期

の火山岩類はサブダクション初期に形成されその87S

r/8宿Sr初生値(o,7043～o.7059)からこのマグマは大陸

周縁の地殻物質からある程度コンタミネｰションを受け

て生じたものであると考えている､

このラ･ネグラ層と密接に関係する閃緑岩モンゾ閃

緑岩トナノレ岩なども南北にのびるゾｰンに露出して複

合バソリスを形成する.その年代は一般に東へ向って

若く怒る.このコｰストバソリスの年代は西側の古い

もので191～!71m.y.を示し東側の最も若いもので129

～92m･y･の白亜紀の年代が測定されている(CoIRAら､

ユ982)･

このジュラ紀一白亜紀火山深成岩帯の東側(チリ領域内)

には石灰岩が厚く堆積する背弧盆地が広がり更に東側

のアルゼンチン･プｰナ地方ではこの時期にはカノレグア

ルカリ性～アルカリ性の深成活動があった.それらの

岩体のRb-S･年代はアギラｰルおよびトゥサキｰジャス

花寓岩類で147および96m.y.(HALPERNYLAT0RRB,

1973)閃長岩～アルカリ花開岩質のコブレス岩株で123

および129m.y.が得られている･Sr初生値が高いこ

とはこれらのマグマが大陸地殻下部の部分溶融によっ

てもたらされたことを示している.

その後の時期には背弧盆地の形成はみられない.100

m.y｡付近で著しくなった南アメリカとアフリカ大陸の

分裂に影響されアメリカ大陸の急速な西進により背弧

盆地は閉ざされていったものと考えられる.

白亜紀後期～現在

白亜紀後期から第三紀にかけてチリの東部山脈の21｡

～22.S付近で盛んな火成活動が起こりK-Ar年代が109

～114m･y.の流紋岩デイサイトなどカミ噴出し流紋ひ

ん岩などが貫入した(ぺ一ニャ･モラダ層,MAKsAE∀,1978)･

ごの時期にはアルゼンチン側でもいくつかの局部盆地に

redbedで代表される陸成堆積物がみられる･層厚

10,000mに達するサルタ層群もその一例であってアル

カリ玄武岩類(Coir･,1979)か爽在する･この時期の火

成岩類のSr初生値はO.7035(MlcNUTTら,1975)でジ

ュラ紀～白亜紀初期の火山岩類より低く地殻のコンタ

ジネｰションは少なかったと思われる.

第三紀が進むにつれて火成活動帯は東に移動し21｡

～22.S付近のチリ側では4,000mの安山岩(イヵンチェ

層)が積もりそのK-Ar年代は42.7～50.6m.y.とたっ

ている(M1AKsAEv,1978).E1Salvador鉱山付近では

50.3～50.4m.y.の安山岩～流紋岩が噴出し(GUsTA亙s0N

&HUNT,1975)流紋岩ドｰムなどが貫入する｡これ

ら始新世の火山岩類は0.7043～0.7057のSr初生値を有

し(McNUTTら,1975)これは大陸地殻の厚さカミ大きく

なるに従ってコンタミネｰションも強くなるためと考え

られる｡

漸新世はテリアノレゼシチン共に比較的火成活動の少

い時期であって陸成堆積物がアルゼンチン側で局部的

に堆積した･漸新世末から中新世にかげてそれまで

に形成された堆積層を榴曲する構造運動が生じそれに

っれてまた火成活動か東側に移り激しくなった.チ

リ側では24.8～15.Om.y.(ZENTILLI,1974)の火山活動

が記載されアルゼンチン側でもアカイ山モンゾニ岩株

(26m.y.,LINAREs,1979)ラグｰナ･デ･ロス･パトス

の貫入小岩体(20m.y.)などに代表されその他にも中

性の火山活動はイグニンブライトの噴出も含めて著しか

った.

中新世末に働いた圧縮場によって南北方向に街上断層

群が発達し現在のアンデスを特徴づけるhOrStSand

grabensが決定されている.

鮮新世はこの運動後に生じた多量のイグニンブライト

地質ニュｰス357号�
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館8図アノレセンチづヒ西部アカイ山付近の地質構造(LLAMBIAsら1983)

1.断層2｡第一級線構造3.同第2級4一第四紀火山5.新生代鉱床6.新生代火山岩類7､

代堆積岩類8.先カンブリア時代一古生代花闇岩類9､先カンブリア時代一古生代基盤岩類

白亜紀一新生

と少量の溶岩の噴出で特徴づけられる.22.15∫～23,

301Sの間には大きな流紋岩～デイサイト質のイグニンブ

ライト･プラトｰか形成された.アルゼンチン側の成

層火山(ゲバ,チバス､ラチャィテ,ヵサビンド,コランスリ,

ソコンバ,アンドファジャ)はこの時期のものである.

更新世および完新世に入ると噴出口は少くなりさら

にデイサイトから安山岩～玄武岩へと時間と共に苦鉄

質となる便向カミみられまた東に行くにつれてK･Oに

富みショショナイト系列の火山岩があらわれる傾向カミ

ある.

帯状配列と鉱化作用

アンデス期の火成岩類にはチリ側において著しい東

1984年5月号

酉変化カミ87sr/86sr初生値および花闇岩類の帯磁率(Is旦

岨ARA&ULRIcKsEN,1980)において認められている.

すなわちSr初生値は東に向って(若くなるにつれて)大

きくなり西側の120m･y･の年代でO.703から東側の0

m･y･で0･707まで上昇している･花商岩類の帯磁率に

関しては海岸付近のものが低くチタン鉄鉱系に属し(10一

･5emu/g)内陸では帯磁率カミ10-3emu/gへ増加し磁鉄

鉱系の性質を示す｡したカミってより東に位置するア

ルゼンチンのこの時代の花陶岩類も磁鉄鉱系に属するで

あろうことが推測されかつそれに伴う鉱床はホｰフィ

リｰ･カッパｰ型校との硫化物を主体とするものである

可能性が考えられる.事実サン･ファン州のエル･

パチョン鉱山(チリのロス･ペランブレスの東側)ラ･リ�
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オハ州のファマティナ鉱山カタマルカ州のファラジョ

ン･ネグロ～アルンブレラ鉱山などは中新世のホｰフィ

リｰ･カヅパｰ型鉱床である.

アルゼンチンでは残念ながらまだ花開岩類のチタン鉄

鉱系磁鉄鉱系の分類はほとんど行われていない.こ

れは岩石学に携わる地質家の今後の課題と思われる.

一方アルゼンチンの北部にはさらに北方のボリビア

に存在する錫鉱化帯が少し入りこんでいる.これはフ

フイ州の2ゴS付近(国境より約100km)まで及ぶであろう

事はSn鉱脈型のピルキｰタス鉱山があることからも実

証されているカミそれより南はどうなっているのかを知

る事は興味深い.

アルゼンチン北西部の構造の大要は第三紀中頃から第

四紀にかけて生じたブロック運動の結果としてできた南

北系の断層群に支配される.(第8図)一方古生代の

構造が再活動したと思われる北西～南東系の破砕帯カミい

くつか確認されている･第8図に示したように南一北

系と北酉一南東系の構造が交差した構造的な弱点に中新

世のアカイ山モンゾニ岩株が貫入しその後の火山活動

も著しい･アルゼンチン北酉部一般を見てもこのよ

う狂構造の交差部で新生代の火成活動はより東に入りこ

んでいる傾向がうかカミえる.同時に鉱化作用もこの

構造に支配され第8図でもS.A.コブレスアカイ

山付近にホｰフィリｰ･カッパｰ型の変質帯Pb,Zn,

A9,Cu,Sb,Biの鉱脈だとが集中している.

アノレゼシチン北西部のプｰナ地方では現在第四紀の

火山岩類に広く被われた地域における熱水性鉱床の探査

が計画されている･この場合にここに記述した地質

構造規制は極めて重要な意味を持つのみならず地表近

くまで現われる昇華性元素か補促できるような地化学探

査あるいは物理探査が必要と考えられる.

むすび

アルゼンチン北西部は人口希薄で重要な鉱物資源が

潜在していると考えられるもののその地質調査研究は

充分におこ狂われているとは言え放い･今回の訪日の

機会にカタマルカ州ファラジョン･ネグロの鉱床をも

たらせた中新世火成岩類のサンプルの化学分析および鏡

下観察あるいはプｰナ地方火山地帯の航空写真による

地質構造の判読などを通じて同地方の火成活動の解明

に貢献し北酉部の鉱物資源調査に少しでも役に立ちた

いと願うものである.
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